
23 日獣発第 350 号 

平成 24 年３月 15 日 

 

地方獣医師会会長 各 位 

 

社団法人 日本獣医師会 

会 長  山 根 義 久 

(公印及び契印の押印は省略) 

 

口蹄疫に関する防疫対策の強化について 

 

このことについて、平成24 年３月２日付け23消安第6020 号をもって、農林水産省

消費・安全局長から別添写しのとおり通知があったので、貴会関係者に周知及び協力方

よろしくお願い申し上げます。 

このたびの通知の内容は、近隣諸国の口蹄疫の発生が引き続き認められており（台湾

での直近の発生は２月８日、中国の直近の発生は２月21日）、また、韓国においては、

全土の牛、豚などに対しワクチン接種が実施され、ワクチンでは感染を完全に防ぐこと

が難しいことから、我が国への口蹄疫ウイルスの侵入リスクは依然高い状況と考えられ

る中、平成12年３月および平成22年４月の口蹄疫の初発事例は春期に確認されている

ため、今後より一層の口蹄疫に対する危機意識を高め、発生を未然に防ぐために、特に

下記の事項に留意の上、口蹄疫の発生予防措置の徹底及び監視体制の強化に万全を期す

るよう各都道府県知事宛てに通知したので、本会宛て、円滑な防疫対策の実施への協力

及び傘下会員各位への周知並びに適切な対応がなされるよう指導を依頼されたものです。 

 

記 

 

１ 牛及び豚等の飼養農場における飼養衛生管理の確認及び指導の徹底について 

２ 口蹄疫に関する研修会の開催等について 

３ 早期通報の再徹底について 

４ 的確な初動対応の徹底及び連携体制の再確認について 

５ 口蹄疫に関する情報の共有について 

 

 

 
本件内容の問合せ先 
 日本獣医師会事業担当 笹川 
 TEL  03－3475－1601 
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